
 

  

月 報 

カ ト リ ッ ク 南 山 教 会 
名古屋市昭和区南山町１   TEL (831)9131 
URL http:nanzankyokai.net  FAX (836)2253 

NO.５４７号 ５月号                         2009年5月16日（土）発行 
 

 

聖
母
の
月 

 

主
任
司
祭 

Ｂ
・
ノ
ヴ
ァ
ク 

 

「
主
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
必
ず 

実
現
す
る
と
信
じ
た
方
は
、
な
ん
と 

幸
い
で
し
ょ
う
。
」
ル
カ 

１
、
45 

 

５
月
は
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
一
年
間

の
中
で
最
も
美
し
い
月
で
す
。
確
か
に
５
月

は
、
綺
麗
に
咲
い
て
い
る
非
常
に
多
く
の
花

に
よ
っ
て
、
父
で
あ
る
神
が
わ
た
し
た
ち
に

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を

示
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
こ
の
月
こ

そ
聖
母
マ
リ
ア
に
さ
さ
げ
、
こ
の
月
に
特
に

注
意
深
く
マ
リ
ア
を
仰
ぎ
ま
す
。 

マ
リ
ア
は
、
誰
よ
り
も
イ
エ
ス
を
強
く
愛

し
、
イ
エ
ス
に
忠
実
に
生
き
、
心
を
完
全
に

開
い
て
、
イ
エ
ス
が
ご
自
分
の
救
い
の
業
に

よ
っ
て
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
恵
み

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
マ
リ
ア

は
、
誰
よ
り
も
豊
か
で
、
美
し
い
人
生
を

送
っ
た
人
に
な
り
ま
し
た
。
今
マ
リ
ア
は
わ

た
し
た
ち
に
、
神
の
心
に
適
う
人
生
の
す
ば

ら
し
さ
を
示
し
て
下
さ
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。 わ

た
し
た
ち
は
、
マ
リ
ア
に
見
倣
っ
て
神

の
言
葉
を
信
じ
、
マ
リ
ア
と
共
に
イ
エ
ス
に

従
っ
て
歩
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
リ
ア
と
同

じ
よ
う
に
豊
か
な
人
生
を
味
わ
い
、
神
の
愛

の
計
画
を
、
ま
だ
知
ら
な
い
人
々
に
現
す
こ

と
が
出
来
ま
す
よ
う
に
祈
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

2009.4.11 復活徹夜祭（光の祭儀） 

 

平日のミサ時刻： 

月曜日・水曜日・木曜日・土曜日 午前７時 

第２水曜日 午後2時30分 子供のミサ（マリア館） 

火曜日 午後７時 

金曜日 午前１０時    初金曜日 午後7時 

聖体礼拝： 土曜日 午後5時30分 

主日のミサ時刻： 

土曜日 午後２時３０分 

日曜日 午前８時・９時３０分・午後６時 
Sunday: 

9:30 am Mass in English (Maria Kan－Hall) 

第４日曜日 午後２時 ベトナム語のミサ  
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「
カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
信
し
て
」 

 
 
 

ベ
ル
ナ
デ
ッ
タ 

鈴
木 

慶
子 

 

洗
礼
式
で
、
私
の
心
は
弾
ん
で
い
ま

し
た
。
大
き
な
声
で
聖
歌
を
歌
い
、
皆

様
の
声
と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
お
御
堂

に
響
い
て
い
る
こ
と
が
、
わ
か
り
ま
し

た
。
私
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
洗
礼

を
受
け
、
20

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
一
昨
年
の
冬
、
イ
エ
ス
様
の
後
ろ

姿
を
見
た
よ
う
に
思
い
、
南
山
教
会
に

伺
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク

の
ミ
サ
で
し
た
。
「
あ
わ
れ
み
た
ま

え
」
を
聞
い
て
、
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
時
々
、
お
御
堂
で
静

か
な
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

い
っ
ぱ
い
泣
き
ま
し
た
。
赤
い
灯
が
や

さ
し
く
て
、
安
ら
い
で
い
ま
し
た
。
お

勉
強
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の
学
び
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
質
問
も
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
神
父
様
に
丁
寧
に
答
え
て
い

た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
大
好
き

な
マ
リ
ア
様
に
い
っ
ぱ
い
祈
っ
て
い
た

だ
き
、
こ
う
し
て
、
今
こ
こ
に
い
る
の

だ
と
幸
せ
に
思
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で

は
、
た
く
さ
ん
の
マ
リ
ア
に
出
会
い
、

私
も
今
日
か
ら
お
仲
間
に
入
れ
て
い
た

だ
き
、
ヴ
ェ
ー
ル
が
か
ぶ
れ
る
こ
と
も

う
れ
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
「
願
い
か
な
っ
て 

50
余
年
」 

 
 
 
 

 
 

マ
ル
タ 

林 

由
里
子 

 

二
〇
〇
九
年
四
月
十
一
日 

聖
土
曜

日
、
半
世
紀
を
超
え
た
願
い
を
か
な
え

て
い
た
だ
き
、
神
の
子
と
し
て
迎
え
て

下
さ
い
ま
し
た
神
様
に
、
感
謝
の
毎
日

で
す
。
洗
礼
の
秘
跡
を
授
か
る
ま
で
緊

張
の
中
に
い
ま
し
た
が
、
受
洗
後
は
、

心
身
と
も
に
清
清
し
さ
に
包
ま
れ
、
御

ミ
サ
の
後
、
嬉
し
く
て
代
母
の
櫻
井
様

と
手
を
と
り
合
っ
て
喜
び
を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
嬉
し
い
こ
と

が
。
11

日
、
部
下
の
結
婚
式
に
サ
プ
ラ

イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ
た
次
男

が
、
12

日
、
受
洗
後
初
め
て
の
御
ミ
サ

「
復
活
の
主
日
」
に
、
一
緒
に
与
れ
た

こ
と
で
す
。
次
男
は
、
生
後
七
ヶ
月

頃
、
当
時
流
行
し
て
い
た
「
仮
性
小
児

コ
レ
ラ
」
を
発
症
。
激
し
い
下
痢
と
嘔

吐
の
た
め
重
篤
状
態
に
陥
り
ま
し
た
。

急
い
で
病
院
へ
行
き
ま
し
た
が
、
す
で

に
瞳
孔
反
応
は
な
く
唇
は
紫
色
。
す
ぐ

お
医
者
様
の
人
工
呼
吸
が
始
ま
り
、
私

は
「
次
男
の
命
を
救
っ
て
下
さ
い
。
」

と
手
を
合
わ
せ
神
様
に
祈
り
続
け
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
大
阪
の
空
を

覆
っ
て
い
た
灰
色
の
雪
雲
の
間
か
ら
幾

筋
も
の
光
が
大
地
へ
。
と
そ
の
時
「
お

母
さ
ん
、
幹
雄
ク
ン
正
常
な
呼
吸
に
戻

り
ま
し
た
。
」
と
お
医
者
様
が
。
神
様

に
感
謝
・
感
謝
の
私
達
親
子
で
す
。 

 

「
洗
礼
を
受
け
て
」 

 
 
 
 

 
 

ヨ
ハ
ネ 

坂
本 

伸
一 

八
年
前
に
聖
霊
修
道
院
の
ミ
サ
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
回
、
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
神
父
に
聖
書
の
研
究
会
で
、
ヨ

ハ
ネ
等
の
手
紙
や
、
マ
タ
イ
の
福
音
書

の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し
た
。
今
年

は
、
ロ
ゴ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
「
福
音
に

よ
る
キ
リ
ス
ト
教
入
門
講
座
」
に
参
加 

す
る
予
定
で
す
。
現
在
、
エ
ア
コ
ン
カ

ゼ
を
ひ
き
ダ
ウ
ン
し
て
い
ま
す
が
、
連 

    

ﾄﾏｽ       秋元昭二  

  ﾖｾﾌ       大塚伸一郎 

  ﾏﾘｱ       大塚未玲 

  ﾏﾘｴｯﾀ      大塚 雅 

  ﾏﾘｱ      神田勝枝 

  幼きｲｴｽのﾃﾚｼﾞｱ  榊原和子 

  ﾏﾘｱ       杉藤宏美 

  ﾏﾙﾀ       林 由里子 

  ﾖｾﾌ       野々垣松寿 

  ﾏﾘｱ       野々垣美幸 

  ｸﾗﾗ       野々垣礼子 

  ﾄﾏｽ       玉田恭彦 

 

   

 

ﾏﾘｱ･ｸﾞﾗｼｱ  松渕恵子 

  ﾏﾘｱ･ﾃﾚｻ   内藤紗絵 

  ﾖｾﾌ     山本大輔 

  ﾖﾊﾈ     坂本伸一 

  ﾍﾞﾙﾅﾃﾞｯﾀ   別所知佳 

  ｶﾞﾗｼｬ    松永美稲子 

  ﾊﾟｳﾛ     松永英輔 

  ﾏﾘｱ     小林恵子 

  ﾛｰﾏのﾌﾗﾝｼｽｶ 細野陽子 

  ｱﾝｼﾞｪﾗ    石本 馨 

  ﾐｶｴﾗ     山本奈美 

ﾍﾞﾙﾅﾃﾞｯﾀ   鈴木慶子 

受洗・入信おめでとうございます 
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休
明
け
に
は
普
通
に
も
ど
る
と
思
い
ま

す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

「
洗
礼
を
受
け
て
」 

 
 
 
 

 
 

ト
マ
ス 

玉
田 

恭
彦 

 

昨
年
、
入
信
の
決
意
を
し
て
か
ら
、

は
や
一
年
。
未
熟
な
私
を
、
温
か
く
ご

指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ボ
ク
ダ
ン

神
父
様
、
そ
し
て
同
じ
講
義
に
同
席
さ

れ
た
先
輩
信
者
の
方
々
か
ら
も
優
し
く

お
教
え
を
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
洗
礼
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
快
く

代
父
を
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
伊
藤
宗

太
郎
先
生
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
洗
礼
式
に
ご
参
加
さ
れ
た
多
く

の
方
々
か
ら
「
お
め
で
と
う
」
と
祝
福

を
頂
い
た
時
は
、
喜
び
と
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
イ
エ
ス
さ
ま
が
、
わ
た
し
の

人
生
に
お
い
て
、
最
も
大
切
な
方
に
な

り
ま
し
た
。
司
祭
様
を
は
じ
め
多
く
の

先
輩
信
者
の
方
々
の
導
き
に
依
っ
て
、

尐
し
で
も
イ
エ
ス
様
に
近
づ
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。
こ
ん

な
未
熟
な
私
で
す
が
、
先
輩
信
者
の
皆

様
方
に
は
今
後
と
も
ご
厚
誼
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

時 

２
０
０
９
年
４
月
５
日 

 
 
 

11
時
20
分
～
12
時
20
分 

 

○
司
祭
団
よ
り 

・
神
父
様
異
動
の
報
告 

 
 

助
任
エ
ペ
ン
師
は
吉
祥
寺
教
会
へ 
 

新
し
い
助
任
司
祭
は
、
エ
デ
ィ
師
。 

 

助
祭
と
し
て
ア
ル
デ
ィ
師
赴
任
。 

○
報
告
事
項 

一
、
２
０
０
９
年
度
運
営
委
員
会 

 
 

４
月
５
日
９
時
半
ミ
サ
後
メ
ン

バ
ー
の
自
己
紹
介
を
行
っ
た
。 

二
、
２
０
０
９
年
度
予
算
に
つ
い
て 

現
在
の
経
済
情
勢
を
ふ
ま
え
て 

 
 

無
駄
な
支
出
は
行
わ
な
い
様
努
力 

 
 

す
る
。 

三
、
ヨ
セ
フ
会
全
体
集
会
に
つ
い
て 

 
 

３
月
15
日
全
体
集
会
を
開
催
。 

 
 

内
規
の
承
認
、
連
絡
網
の
確
認
を 

 
 

行
っ
た
。 

四
、
聖
堂
照
明
改
修
工
事
に
つ
い
て 

 
 

聖
堂
照
明
の
老
朽
化
に
よ
り
約
３

百
万
円
の
予
算
で
工
事
を
行
う
。

ご
復
活
に
間
に
合
う
様
に
す
る
。 

五
、
車
椅
子
講
座
の
開
催
に
つ
い
て 

 
 

３
月
29
日
に
車
椅
子
講
座
を
行
っ

た
。
約
40
名
の
参
加
に
よ
り
、
大

変
有
意
義
な
講
座
で
あ
っ
た
。
障

害
者
の
方
た
ち
へ
の
思
い
や
り
の

必
要
性
に
気
づ
か
さ
れ
た
。 

 
 

今
後
、
各
種
の
講
座
を
開
催
が
期

待
さ
れ
る
。 

六
、
納
骨
堂
管
理
委
員
会
に
つ
い
て 

 
 

納
骨
堂
の
管
理
業
務
に
つ
い
て 

 
 

半
田
教
会
と
現
地
を
視
察
。
今
後

半
田
教
会
と
話
し
合
い
な
が
ら
管

理
業
務
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。 

 

○
審
議
事
項 

一
、
運
営
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て 

前
年
度
と
同
様
に
任
期
満
了
ま
で
各

委
員
の
留
任
と
し
一
部
新
任
の
委
員

の
交
代
と
す
る
。
構
成
員
の
確
認
を

名
簿
で
行
っ
た
。 

二
、
２
０
０
９
年
の
取
組
に
つ
い
て 

教
区
の
年
間
テ
ー
マ
を
受
け
、
四
旪

節
後
よ
り
パ
ウ
ロ
の
言
葉
を
教
会
の

祈
り
に
取
り
入
れ
る
。
パ
ウ
ロ
年
が

終
わ
る
６
月
以
降
も
教
区
年
間
テ
ー

マ
に
合
う
言
葉
を
入
れ
て
い
く
。 

三
、
聖
週
間
に
つ
い
て 

今
年
度
24
名
に
の
ぼ
る
洗
礼
志
願

者
が
あ
る
。
典
礼
の
活
動
や
ヨ
セ
フ

会
の
ミ
サ
当
番
、
当
日
の
場
内
警

備
、
洗
礼
式
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
準
備

に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。 

四
、
月
報
作
成
方
法
の
変
更
に
つ
い
て 

今
ま
で
業
者
に
印
刷
の
発
注
を
行
っ

て
い
た
が
今
後
は
教
会
内
で
行
う
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
手
書
原
稿
の
ほ

か
電
子
デ
ー
タ
等
で
募
集
す
る
。 

 

○
各
会
報
告 

ヨ
セ
フ
会 

 

３
月
15
日(

日)

11
時
よ
り
正
式
な
立 

第
一
回
運
営
委
員
会
議
事
録 

  

 

 

      助任司祭 エディ 

 御復活おめでとうございます。御
復活と言えばマクダラのマリアを思
い出すに違いありません。マリア、
私達に告げよ、道で見た事を、など
と言う歌を８日間歌ったり、また

は、お聞きになったりしたと思います。朝早く墓へ走っ
ていたマリアはイエス様と出会いましたがイエス様だと
は初めわからなかったのです。イエス様が彼女をマリア
と呼ばれた時に、イエス様だと認識してラボニ「先生」
と言いながらひざまずきました。 

 マリアは12人の弟子の様に特別に選ばれませんでした
が、弟子達の様に先生であるイエス様に聞き従い共にあ
るきまわれました。彼女は復活されたイエス様と初めて
出会って初めの御復活の宣教師になったと言ってもよい
です。 

 マリアの様に弟子の心を持ってイエス様の声に聞き従
おうとする信者はたしかにたくさんいらしゃると思いま
す。私もその内の一人です。エデルベルトウス。ナジと
申します。呼び名はエデイです。インドネシアから参り
まして、昨年までは中部空港の近くにある半田教会に勤
めていました。大きい教会にいた経験がまだありません
がどうぞ宜しくお願いします。 

赴任の挨拶赴任の挨拶 
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ち
上
げ
全
体
会
を
開
催
し
た
。
班
編

成
、
来
年
度
活
動
、
規
約
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。 

典
礼
委
員
会 

 

３
月
１
日 

洗
礼
志
願
式 

 

３
月
15
日 
典
礼
委
員
会 

 

３
月
21
＊
22
日 
四
旪
節
黙
想
会 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

共
同
回
心
式 

 

３
月
27
日 

教
区
典
礼
委
員
会 

 

４
月
５
日 

枝
の
行
列 

 

４
月
９
日 

聖
木
曜
日 

 

４
月
10
日 

聖
金
曜
日 

 

４
月
11
日 

聖
土
曜
日 

 

４
月
12
日 

復
活
の
主
日 

教
会
学
校 

 

４
月
５
日 

始
業
式 

 

４
月
12
日 

復
活
祭
の
奉
仕 

レ
ジ
オ
マ
リ
エ 

 

二
つ
の
祈
り
と
奉
仕
の
グ
ル
ー
プ 

 

（
プ
レ
シ
デ
ィ
ウ
ム
）
が
毎
週
集
会 

 

を
行
っ
て
い
る
。 

マ
リ
ア
会 

 

４
月
３
日 

初
金
ミ
サ
後
茶
話
会 

 

を
開
催
し
た
。
今
年
度
も
初
金
ミ
サ 

 

 

後
、
吉
田
先
生
の
指
導
に
よ
り
賛
美 

 

歌
の
練
習
を
行
う 

 

大
聖
堂
の
清
掃
活
動
も
昨
年
同
様
に 

 

班
毎
に
行
う
。
会
員
の
募
集
を
月
報 

 

に
記
載
す
る 

手
話
の
会 

 

今
年
度
か
ら
会
規
約
を
も
と
に
会
費 

 

を
徴
収
し
、
自
覚
も
新
た
に
ろ
う
あ 

 

 

の
方
々
と
心
を
一
つ
に
活
動
す
る
。 

移
住
委
員
会 

 

来
月
、
城
北
橋
教
会
に
て
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
サ
の
開
催
が
あ
る
。 

中
高
校
生
会 

 

４
月
19
日 

第
一
回
集
会
の
開
催 

 

今
後
の
活
動
方
針
の
打
ち
合
わ
せ 

 

を
行
う
。 

子
供
部
屋 

 

４
月
中
の
み
第
三
水
曜
日
に
行
う 

要
約
筆
記
者
の
会 

 

今
年
度
も
第
四
土
曜
日
に
活
動
。 

信
徒
協 

 

４
月
18
日
わ
だ
ち
祭
打
ち
合
わ
せ 

 
５
月
24
日
に
行
わ
れ
る
わ
だ
ち
祭
り

の
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 

勤
労
青
年
の
会 

 

４
月
５
日
に
定
例
会
を
行
う
。
年 

間
予
定
や
今
後
の
方
針
を
話
し
合 

う
予
定
。 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト 

４
月
25
日
に
知
多
方
面
に
て
親
子
ハ 

イ
ク
を
行
う
参
加
者
は
約
30
名
程
度 

 

親
子
潮
干
狩
り
の
予
定 

５
月
中 

 

の
干
潮
時
に 

知
多
方
面
で
予
定 

 

ス
カ
ウ
ト
バ
ザ
ー
の
開
催 

 

６
月
７
日(

日) 

名
古
屋
市
移
動 

 

厨
房
洗
浄
車
の
使
用
に
よ
り
環
境 

 

に
配
慮
す
る
。 

 

３
月
20
日
盲
導
犬
募
金
活
動
に
協
力 

 

ビ
ー
バ
ー
、
カ
ブ
隊
16
名
参
加 

 

６
万
円
余
の
献
金
成
果
あ
り
。 

 
Ｂ
・
ノ
ヴ
ァ
ク
神
父 

 

２ 

最
後
ま
で
愛
す
る
こ
と
が 

 
 

可
能
で
し
ょ
う
か
？ 
  

色
々
な
人
々
の
生
き
方
、
特
に
自

分
自
身
の
戦
い
を
見
れ
ば
、
真
の
愛

が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
疑
う

よ
う
に
な
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
は
、
当

然
で
あ
る
と
ま
で
言
え
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
意
識

し
な
が
ら
、
イ
エ
ス
の
姿
を
見
つ
め

て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
イ
エ
ス

が
自
分
自
身
の
生
き
方
を
通
し
て
与

え
て
く
だ
さ
る
答
え
を
見
出
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

２
・
１ 

イ
エ
ス
の
使
命 

「
わ
た
し
が
天
か
ら
降
っ
て
来
た

の
は
、
自
分
の
意
志
を
行
う
た
め

で
は
な
く
、
わ
た
し
を
お
遣
わ
し

に
な
っ
た
方
の
御
心
を
行
う
た
め

で
あ
る
。
」
ヨ
ハ
６
、
38 

 

ピ
ラ
ト
の
前
で
裁
判
を
受
け
ら
れ

た
時
、
イ
エ
ス
の
運
命
、
つ
ま
り
イ

エ
ス
は
生
き
る
か
、
死
ぬ
か
と
い
う

こ
と
が
決
ま
る
時
、
イ
エ
ス
は
真
理

に
つ
い
て
証
し
を
す
る
た
め
に
生
ま

れ
た
と
宣
言
し
ま
し
た
。
イ
エ
ス
は
、

何
か
の
抽
象
的
な
真
理
と
か
、
哲
学

的
や
科
学
的
な
真
理
に
つ
い
て
語
っ

た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
エ
ス
が

語
っ
た
の
は
、
わ
た
し
た
ち
が
人
間

ら
し
く
生
き
る
た
め
に
知
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
真
理
に
つ
い
て
な
の
で

す
。
そ
れ
は
、
神
に
つ
い
て
の
真
理

で
あ
る
と
同
時
に
人
間
に
つ
い
て
の

真
理
で
あ
り
ま
す
。
イ
エ
ス
は
神
の

み
旨
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
真

理
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

イ
エ
ス
は
、
完
全
に
神
の
望
み
に

従
っ
て
生
き
て
い
た
た
め
に
、
完
全

な
人
間
、
つ
ま
り
創
造
主
で
あ
る
神

が
目
指
し
た
よ
う
な
人
間
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
イ
エ
ス
は
自
分

の
姿
、
自
分
の
生
き
方
に
よ
っ
て
、

わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
の
人
間
に
つ

い
て
の
神
の
望
み
を
表
し
た
わ
け
で

す
。
イ
エ
ス
を
見
つ
め
て
み
る
と
、

人
間
は
、
愛
に
よ
っ
て
、
ま
た
愛
の

た
め
に
創
造
さ
れ
て
い
る
存
在
で
、

 

愛
と
苦
し
み
（
そ
の
５
） 

人
間
の
癒
し
の
源
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
復
活 



 

5 

 本
当
に
愛
が
わ
た
し
た
ち
の
本
質
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
愛
に
生
き
る
こ
と
に
よ
っ

て
だ
け
、
人
間
は
完
成
さ
れ
る
し
、

人
生
の
目
的
に
達
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。 

 

イ
エ
ス
の
使
命
と
い
う
の
は
、
人

間
に
つ
い
て
の
真
理
を
表
す
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
人
間
の
本
質
に
沿
っ

て
生
き
る
可
能
性
を
わ
た
し
た
ち
に

与
え
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、
イ
エ
ス

は
ま
ず
、
愛
に
生
き
る
こ
と
は
人
間

の
努
力
の
結
果
で
は
な
く
、
神
が
す

べ
て
の
人
々
に
与
え
た
い
賜
物
を
受

け
入
れ
る
実
り
で
あ
る
の
で
、
す
べ

て
の
人
々
に
と
っ
て
可
能
な
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。

要
す
る
に
、
愛
に
生
き
る
た
め
に
、

わ
た
し
た
ち
は
、
今
ま
で
よ
り
も
力

を
尽
く
し
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
何
よ 

り
も
、
神
を
信
頼
し
て
、
そ
の
賜
物

を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

イ
エ
ス
は
、
神
が
わ
た
し
た
ち
に
与

え
た
い
愛
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
で

あ
る
か
、
こ
の
愛
に
生
き
る
と
は
、

ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ

と
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
わ
た
し
た
ち
は
、
ど
ん
な
状
況

に
お
い
て
も
、
神
か
ら
受
け
た
賜
物

に
忠
実
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
事
実
を
表
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

イ
エ
ス
が
わ
た
し
た
ち
に
勇
気
を
与

え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

 
 

参
照
ヨ
ハ
18
、
33-

40;

マ
タ
９
、
９-

13 

 
 

 

「
人
の
子
が
来
て
、
飲
み
食
い
す

る
と
、
『
見
ろ
、
大
食
漢
で
大
酒

飲
み
だ
。
徴
税
人
や
罪
人
の
仲
間

だ
』
と
言
う
。
し
か
し
、
知
恵
の

正
し
さ
は
、
そ
の
働
き
に
よ
っ
て

証
明
さ
れ
る
。
」
マ
タ 

11
、
19 

 
 

イ
エ
ス
は
、
全
て
の
人
を
無
条
件

に
愛
し
て
、
全
て
の
人
々
の
完
全
な

幸
福
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

出
会
っ
た
人
々
に
必
要
な
助
け
を
与

え
、
彼
ら
の
た
め
に
真
の
善
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
に
奉
仕
し
て

い
ま
し
た
。
出
会
っ
た
人
々
の
必
要

性
に
応
じ
て
イ
エ
ス
は
、
教
え
た
り
、

癒
し
た
り
、
悪
霊
や
罪
の
支
配
下
か

ら
開
放
し
た
り
、
慰
め
た
り
、
希
望

や
平
和
を
与
え
た
り
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
助
け
そ
の
も
の
は
、
目
的

で
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
助
け
は
、
大
海
の
中
の
一
滴
に

す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
人
た

ち
の
問
題
の
決
定
的
な
解
決
に
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
イ
エ
ス
が
よ
く

知
っ
て
い
ま
し
た
。
人
を
助
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
は
何
よ
り
も

神
の
愛
を
示
そ
う
と
し
ま
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
人
間
が
神
を
信
頼
し
て
、

神
に
自
分
の
人
生
を
委
ね
て
初
め
て
、

神
が
与
え
た
い
賜
物
を
受
け
入
れ
る

し
、
本
当
に
幸
せ
に
な
れ
る
と
確
信

し
て
い
た
か
ら
で
す
。 

 

イ
エ
ス
は
特
に
、
愛
を
知
ら
な
い

た
め
に
罪
の
暗
闇
に
生
き
、
自
分
の

こ
と
だ
け
心
配
し
て
、
自
分
の
た
め

に
だ
け
利
益
を
求
め
た
人
々
の
そ
ば

に
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
「
罪
び
と

の
仲
間
」
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

け
れ
ど
も
、
イ
エ
ス
は
、
こ
う
い
う

ふ
う
に
言
わ
れ
て
侮
辱
さ
れ
て
も
、

自
分
の
態
度
を
変
え
る
こ
と
な
く
、

「
正
し
い
人
」
の
怒
り
を
浴
び
な
が

ら
、
罪
に
定
め
ら
れ
て
、
軽
蔑
さ
れ

て
い
た
人
々
の
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
見
る
と
、
イ
エ
ス

に
と
っ
て
、
自
分
の
評
判
や
権
力
者

と
仲
良
く
す
る
こ
と
よ
り
も
、
神
か

ら
与
え
ら
れ
た
使
命
を
果
た
す
こ
と
、

つ
ま
り
、
神
の
愛
を
知
ら
な
い
人
に
、

神
の
愛
を
伝
え
る
こ
と
が
本
当
に
大

切
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。 

（
つ
づ
く
） 

 

 

伊
藤 

宗
太
郎 

 

97
団
は
去
る
４
月
25

日
（
土
）
に
陶

芸
の
里
、
常
滑
市
へ
親
子
ハ
イ
ク
を

行
っ
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
朝
か
ら
ど

し
ゃ
降
り
の
雨
で
決
行
が
危
ぶ
ま
れ
た

が
、
子

供

た

ち

の
「
早

く

行

き

た

い
！
」
と
い
う
熱
意
に
動
か
さ
れ
て
出

発
し
た
。
ビ
ー
バ
ー
、
カ
ブ
、
ボ
ー
イ

の
冬
ス
カ
ウ
ト
、
隊
長
、
リ
ー
ダ
ー
、

父
母
で
総
勢
40

名
が
教
会
中
庭
か
ら
地

下
鉄
、
名
鉄
を
利
用
し
て
、
雨
ガ
ッ

パ
、
ポ
ン
チ
ョ
姿
で
常
滑
に
着
い
た
。 

 

年
長
級
の
カ
ブ
隊
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の
指
導
の
も
と
に
、
旧
市
街
地
の

探
索
に
出
か
け
た
。
雨
の
中
で
も
お
父

さ
ん
や
、
お
母
さ
ん
と
ニ
コ
ニ
コ
笑
い

な
が
ら
、
土
管
の
裏
露
地
や
古
煙
突
の

あ
る
窯
元
を
見
学
し
て
歩
い
た
。 

 

年
尐
の
ビ
ー
バ
ー
隊
は
路
線
バ
ス
で

目

的

地

の
「
土
・
ど

ろ

ん

こ

館
」
に

行
っ
た
。
カ
ブ
と
ビ
ー
バ
ー
は
そ
こ
で

合
流
し
て
ス
カ
弁
を
食
べ
、
不
思
議
に

「
光
る
ど
ろ
ん
こ
団
子
づ
く
り
」
に
挑

戦
し
た
。
親
子
で
仲
よ
く
「
あ
れ
っ
！

欠
け
ち
ゃ
っ
た
。
」
と
か
「
お
父
さ
ん

助
け
て
！
」
と
協
力
し
あ
っ
て
い
た
。 

 

最
後
は
作
品
の
「
光
る
土
・
ど
ろ
ん

こ
団
子
」
を
大
切
に
か
か
え
て
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｘ
の
「
世
界
の
タ
イ
ル
博
物
館
」
を
見

学
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に

あ
る
タ
イ
ル
や
、
現
代
の
華
や
か
な
染

め
付
け
ト
イ
レ
と
オ
マ
ル
を
見
て
び
っ

く
り
仰
天
し
て
い
た
。 

 

帰
路
も
雨
の
中
を
元
気
よ
く
常
滑
の

駅
ま
で
歩
い
た
。
親
子
の
絆
が
一
層
深

ま
っ
た
よ
う
だ
。 

 

ボ
ー
イ
親
子
で
土
と
遊
ぶ 
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主
任
司
祭 
ボ
ク
ダ
ン
・
ノ
ヴ
ァ
ク
師 

助
任
司
祭 

 
 

 

エ
デ
ィ
・
ナ
ジ
師 

運
営
委
員
長 

 
 

 
 

松
浦 

典
文 

副
運
営
委
員
長 

 
 

 
小
池 

康
弘 

副
運
営
委
員
長 

 
 

 
 

泉 
 

亨 

典
礼
委
員
長 

 
 

 
 

新
内 
飛
鳥 

財
務
委
員
会 

 
 

 
 

伊
藤 
恭
輔 

広
報
委
員
会 

 
 

 
 

松
田 

征
雄 

ヨ
セ
フ
会 

 
 

 
 

 

西
尾 

義
人 

ヨ
セ
フ
会 

 
 

 
 

 

成
井 

詔
彦 

マ
リ
ア
会 

 
 

 
 

今
枝 

由
美
子 

マ
リ
ア
会 

 
 

 
 

 

笠
原 

恭
子 

マ
リ
ア
会 

 
 

 
 

魚
住 

久
美
子 

典
礼
奉
仕
者
の
会 

 
 

笠
原 

信
明 

移
住
委
員
会 

 
 

 
 

小
林 

敬
明 

信
徒
協 

 
 

 
 

 
 

神
戸 

六
郎 

信
徒
協(

宣
司
評)

 
 

 

松
浦 

典
文 

信
徒
協(

宣
司
評)

 
 

 

永
田 

哲
夫 

信
徒
協(

宣
司
評)

 
 

 

伊
藤 

公
子 

信
徒
協(

宣
司
評)
 

 
 

田
中 

梅
子 

大
樹
の
会 

 
 

 
 

 
 

鳥
井 

寛 

教
会
学
校 
 

 
 

 
 

伊
藤 

恭
輔 

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ 

 
 

伊
藤 

恭
輔 

学
生
会 

 
 

 
 

 
 

伊
藤 

孝
祐 

勤
労
青
年
の
会 

 
 

 
 

沢
木 

剛 

中
高
生
会 

 
 

 
 

 
 

沢
木 

剛 

中
高
生
父
母
の
会 

 

松
浦 

真
理
子 

子
供
部
屋 

 
 

 
 

 

西
脇 

瑞
木 

聖
ラ
ザ
ロ
村
友
の
会 

伊
藤 

宗
太
郎 

英
語
ミ
サ 

 
K
u
m
a
i
 
W
i
l
l
i
a
m
 
N
a
o
k
i
 

手
話
の
会 

 
 

 
 

 

小
澤 

順
子 

要
約
筆
記
者
の
会 

 
 

小
田 

逸
美 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト 

 

伊
藤 

宗
太
郎 

 
 以

上
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
信
者
全
体
集
会
は
、
６

月
28
日
で
す
。 

4月26日信徒協総会(新会長神戸氏のあいさつ) 

4月29日宣司評総会(高橋明氏の司会で進行） 

２
０
０
９
年
度 

カ
ト
リ
ッ
ク
南
山
教
会
運
営
委
員 

典
礼
奉
仕
者
の
会 

全
体
集
会
の
お
知
ら
せ 

 

 

侍
者
、
聖
歌
隊
、
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
、
先
唱
、
朗
読
、
ヨ
セ
フ
会
ミ

サ
当
番
の
班
長
さ
ん
は
ご
出
席
く

だ
さ
い
。 

  

 

５
月 

31
日 

（
日
曜
日
） 

 

９
：
３
０
ミ
サ
終
了
後
よ
り 

 

南
山
教
会
大
聖
堂
に
て 



 

7 

 

961,280 

41,066,039 

1,572,293 

2,072,293 

37,225,770 

3,840,269 

39,772,370 
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 教会典礼歴  南山教会行事  各会活動  教区行事・その他  

５
月 

聖母の月 
24(日)主の昇天 

31(日)聖霊降臨の主日  

10(日)マリア祭の聖母

行列 
(母の日) 

24(日)教会美化  
    決算書提出 

 1(金)マリア会例会(懇談会) 

 9(土)教会学校遠足  
10(日)運営委員会 
13(水)14：30子ども部屋 
17(日)典礼委員会 
23(土)要約筆記付きミサ 

  3(日)召命祈願日 
17(日)世界広報の日

献金日 
21(木)司祭協議会 
24(日)わだち祭り 

6
月 

聖心の月 
 7(日)三位一体の主日 
14(日)キリストの聖体 
19(金)イエスのみ心 
24(水)洗者聖ヨハネの

誕生 

14(日)子どもの初聖体 

  教会学校パーティ 
 5(金)マリア会例会(懇談会) 

 7(日)運営委員会 
 7(日)スカウトバザー 
17(水)14：30子ども部屋 
21(日)典礼委員会 
27(土)要約筆記付きミサ 

28(日)信者全体集会 

9(火)～11(木) 

大阪教会管区司牧者 

      研修会 
25(木)司祭評議会 

28(日)聖ペトロ聖座

への献金 

信  者  の  消  息 

結 婚 

帰 天 

転 出 

 ♡  お幸せに ♡ 

 ご冥福をお祈りいたします 

転 入  ようこそ 

 いつまでもお元気で 

３月２８日 

  ﾍﾟﾄﾛ内田 拓♥浅野沙苗 

４月１８日 

 ﾖｾﾞﾌ伊藤 匠♥ 中西沙織 

４月２５日 

  ﾄﾏｽ伊藤康之♥ 小林佳世子 

 ４月１５日 

  ﾏﾘｱ･ﾓﾆｶ  酒井 峯  (94歳） 

 ４月１５日 

  ﾖｾﾞﾌ   吉田 糺  (65歳） 

  ﾏｷｼﾐﾘｱﾉ･ﾏﾘｱ･ｺﾙﾍﾞ谷岡篤史 

  ﾏﾘｱ･ｶﾀﾘﾅ    小坂田裕子 

  ｱﾙﾍﾞﾙﾄ     溝口日出夫 

  ﾓﾆｶ      河波優子(大名町） 

  ｼﾞｭﾘｱ･ﾋﾞﾘｱｰﾄ  河波麻実(大名町） 

  ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙﾅﾃﾞｯﾀ   河波麻衣(大名町） 

  ｸﾗﾗ      河波麻里花(大名町） 

蒼
空
に
風
の
白
木
蓮
羽
ば
た
け
り 

佐
知
子 

長
命
は
恵
み
と
共
に
復
活
祭 

Sr.
ミ
カ
エ
ラ 

存
分
に
首
を
伸
ば
し
て
亀
鳴
け
り 

の
ぼ
る 

日
照
雨
し
て
花
の
泪
と
思
ひ
け
り 

義 
子 

春
眠
や
思
は
ぬ
人
に
夢
で
会
い 

瑞 

子 

い
ち
早
く
香
り
届
け
る
沈
丁
花 

紀 

子 

床
の
間
に
山
水
の
軸
春
障
子 

と
く
子 

初
鳴
き
に
病
忘
る
る
目
覚
か
な 

あ
き
子 

嘘
で
な
き
こ
と
も
あ
り
け
り
四
月
馬
鹿 ひ

ろ
し 

自
転
車
も
吾
も
よ
ろ
け
り
春
疾
風 

洋 

子 

あ
れ
こ
れ
と
迷
い
し
末
の
桜
餅 

せ
つ
子 

便
り
あ
り
庭
に
種
々
春
の
花 

光 

子 

毎
月
第
一
水
曜
日
午
後
一
時
半 

 

マ
リ
ア
館
一
階
集
会
室 

 
南 

山 

句 

会 
  
 
 
 

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日 


